第６部会（文化スポーツ教育）第５回部会概要
　日　時　平成１９年６月２０日（水）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第３委員会室
　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　小林　寛　合田美津子　

　　鈴木信義　中垣徳一　前野利一
　事務局：企画Ｇ総括主幹二階堂一男　企画調整主査千葉浩樹　

企画調整主査立中善則
　
　　Ⅰ　議　題　
１　外部評価について
　　　　二階堂総括主幹、千葉企画調整主査からの説明。

　　　　・全体会議で配布された「別紙５、外部評価」による概要説明、及び市が実施している事務事業評価（内部評価）調書を基に説明を受ける。
　　

　　　　説明後の主な質疑応答等
　　

　　Ｑ：事務事業評価は各自治体で行っているのか。また、様式はどのようになって
いるのか。
　　Ａ：室蘭市・伊達市をはじめほとんどの市で行っている。

　評価方法や調書の様式について統一様式はなく、各市で様式を定めている。

　　Ｑ：外部評価対象事業８９件全部行うのか。
　　Ａ：一定の期間で行うことになるので、部会で可能な件数になると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：評価した結果、「拡大」・「維持」・「改善」は理解できるが、「休止」・「廃止」・
　　　　「終了」はどういう意味か。

　　Ａ：「休止」は、一時的に事業を行わないこと。「廃止」は、事業の目的的を達し

たことである。「終了」は、期間限定でその期間がきた事業をいう。

　　Ｑ：事務事業評価を部会員それぞれに振り分けてやっていくしかないのか。
　　Ａ：各部会員が行うのではなく、部会として評価を行って頂きたい。　　　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：対象事業８９件あるが調書の内容は細部にわたり記載されているのか。
　　Ａ：１事業１調書で作成されている。
　　Ｑ：問題のあるもの、興味のあるものということで行ってよいのか。

　　Ａ：ことしは導入元年であり、共通ルールを作るため試験的に１～２件やるとい
うことでもよいと思います。
２　図書館のあり方について
　　（１）　意見集約について
　　　別紙１の意見集約の文言や追加等について確認を行ったところ、　建物・構造
に関する意見に、「登別市の人口規模からみて現行図書館（延床面積１千平方メ
ートル）は狭隘であり、望ましい図書館の延床面積である２千～３千平方メート
ルを確保すべきである。」を追加する。
　　⑥　館内の配置変えを検討し有効利用できるようにすべきである。に（例えば、
　　　１階の事務室を２階へ移す、３階に本を移すこと等）を追加する。
　　図書館運営に関する意見の　②「マンパワーを確保し、」を「有能な専門職員

を配置し、」に変更する。
　　（２）　意見集約の取扱いについて

　　　当初、部会としては教育委員会に対し提言書として提出することを考えていた
が、別紙　意見集約は、現図書館の課題・問題点を洗い出すことの重点を置いて
まとめたものあることから、別途　提言書については、合田部会員が原案を作成
し部会で協議のうえ決定することとした。
　３　今後のテーマについて

・外部評価の調書　７月２０日頃までに作成終了予定のため、７月以降のテーマ

　　　は、事務事業の外部評価とする。

・部会としての確認事項

1  部会としては、各部会員の得意な分野を出し合い検討することになり、各
部会員の希望する事務事業の意見を求めたところ、次のとおりである。
　　　　Ａ部会員～登別市体育協会助成金・（仮称）若山浄化センターパークゴルフ場（ハーフ）整備事業・財団法人登別市文化・スポーツ振興財団事業補助金・財団法人登別市文化・スポーツ振興財団運営補助金
　　　　Ｂ部会員～市民生涯学習推進講座（ときめき大学）・市民生涯学習推進講座
　　　　　　　　　（婦人短期大学）
　　　  Ｃ部会員～婦人活動振興助成金・市民生涯学習推進講座（婦人短期大学）・
　　　　 　　　　　図書館運営管理事業・移動図書館運行業務委託事業・図書館シ
ステム更新事業・学校図書館を含み
　　　  Ｄ部会員～姉妹都市スポーツ交流事業助成金
　　　
2 事務事業の担当グループからの説明をお願いする。

3 部会としての評価方法は、次回(７月２６日)　婦人活動振興助成金・三市
　　　　合同女性国内派遣研修・ネイチャーセンター運営管理経費・鉱山地区防災行

政無線整備事業・市民生涯学習推進講座（ときめき大学）・市民生涯学習推

進講座(婦人短期大学)について、社会教育グループより説明を受け後、決め
ることとする。
　Ⅱ　第６回部会の開催について

　　（１）次回の開催日時
　　　　７月２６日（木）　午後６時００分～　市役所　第３委員会室
　　　　＊　社会教育グループ職員の出席を求め、事務事業の説明をお願いします。

　　
　　（２）議　題
　　　　①事務事業評価について

　　婦人活動振興助成金事業

三市合同女性国内派遣研修事業

ネイチャーセンター運営管理経費事業

鉱山地区防災行政無線整備事業

市民生涯学習推進講座（ときめき大学）事業

市民生涯学習推進講座(婦人短期大学)事業

＊　上記、事業について社会教育グループ職員から説明を受ける。

　　　　②その他について







